
さらなる高度な位置情報基盤を目指して 

屋外の位置情報 → すでに完成形に。。。 
 

今後の方向は「屋内」＋より詳細・精密に 
（研究中の内容をご紹介） 
• 屋内位置推定 
• 行動センシング 

 
• これらを統合した実証実験の実施 
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無線LANによる屋内位置推定 （名古屋大） 

• 事前収集した無線LANデータをモデル化 
– 混合ガウス分布を利用 

 
– 位置推定には 
パーティクルフィルタ 
 
 

• データ収集は 
Locky.jp と同様に 
クラウドソーシングを検討 



基地局 Aの電波強度 



基地局 AのGMM 



GMM 



基地局 BのGMM 



基地局 CのGMM 



屋内無線ＬＡＮ観測＋位置推定ツール 
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屋内位置推定実験の結果 

10m未満の誤差で位置推定 
できる確率は95％程度 



行動センシングによる経路推定 

• 無線LANではどうしても精度向上には限界 
 

• スマートホンの他のセンサを利用 
– 加速度、ジャイロ、地磁気センサ 

 
• 人間行動センシングコンソーシアム ＨＡＳＣ 

– 行動センシング技術の研究開発 
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行動センシング・行動理解技術とは 

センサデバイスを 
携帯しながら活動 

異常検知 

機器・環境の制御 

センサ信号 
を取得 

センサ信号 
を取得 

加速度・角速度・地磁気・ＧＰＳなど 装着・携帯型のセンサデバイス 

特徴量 
抽出 

機械学習等 
に基づく 

行動モデル 

行動コーパス 

行動認識・行動理解 

認識 
アルゴリズム 

応用分野  

ライフログ 
健康増進 

ナビゲーション 

勤怠管理 



スマートホン・センサによる姿勢推定 
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スマートホンの内部センサのみを利用 



スマートホン・センサによる経路推定 
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単なる歩数だけでなく、経路まで 



研究開発の実用化に向けて 

• 屋内位置推定 
• 空間構造生成 
• 行動センシング 

 
課題：  

– データ収集のコスト（クラウドソーシング） 
– システムの維持 
– 認知度の向上 
     

65 

どうすれば実用化 
できるのか？ 

一般企業には、リスクが高すぎる 
ベンチャーでは、維持コストが出せない 



NPO法人 位置情報サービス研究機構 

• NPO法人として、設立 (2012年9月14日設立） 
– Lisra: Location Information Service Research Agency 
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・位置情報に関する技術・サービスの研究・開発 
・位置情報関連技術の教育・振興 
・位置情報登録を行なうボランティアの支援 

目的： 

事業： 1. 位置情報に関する技術・サービス等の情報提供事業 
2. 位置情報に関するシンポジウム・セミナー開催事業 
3. 位置情報に関する情報システムの開発・実験事業 
4. 位置情報や位置依存情報の収集・提供及び流通支援事業 
5. 位置情報に関するボランティア活動の支援事業 
6. その他この法人の目的を達成するために必要な事業 



実証実験と民間サービスの間を埋める 
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実証実験 
位置情報サービス 

民間 
位置情報 

サービス事業 

規模のスケール 大 小 

収
益
性 

有 

無 

 

事
業
化
も
可
能 

収
益
性
が
高
ま
れ
ば 

ニッチな 
位置情報 

サービス事業 

研究機関 

民間事業者 
民間事業者 

我々の提案 



地理空間情報の流通を支えるＮＰＯの設立 
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• 民間と公的機関、ボランティアの間に立つ基盤 

公的機関 

地方 
自治体 

公共 
交通機関 

民間 
事業者 

民間 
事業者 

民間 
事業者 

データ提供 
データ提供 

地理空間情報ボランティア 

データ提供 草の根 
サービス 

草の根 
サービス 



Lisraの事業 

• 大規模ユーザ（認知度）を活用した、 
 実証実験とサービス導入の方法論を検討 
 

• NPOは、様々な可能性の入口を担うことが可能 
  （しかも、低コストで運用できる可能性） 
 → サービス品質（Best Effortであることを宣言） 
 → 可能な限りの継続性 
   （継続すると、ある日、急に流行ることが） 
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新しい事を行うための、インキュベーターに 



「みんなで作る位置情報サービス」 

• 社会に広がる「ボランティア」の枠組み 
–これまでは、災害支援、福祉といった領域が中心 

• 情報技術を使ったボランティア活動 
–データ提供者＝「位置情報ボランティア」 
–誰でも、どこでも活躍する場がありえる 
•観光データ/写真の登録など 

–「プロボノ」＝専門知識を生かしたボランティア 
•ハッカソン・アイディアソン 
• IT技術者のスキル社会貢献になりえる 

–これらを支えるためのNPOとしても活動 
•会場費、サーバ費、広報支援、維持管理支援など 
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NPOとしての Lisra の特徴 
• 会員 ≠ ボランティア 
• 会員は、事業の方向性を決める 

–何に投資するか 
–何を支援するか 
–どんな実験を行うか 

• 誰でも会員になれる 
–目的（位置情報技術の研究・開発など）に合致 
していれば NPOは新会員の参加を拒めない 

• 将来は → アドボカシー（政策提言） 
 

 そのためには、実績（成功事例）が重要 
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Lisraが想定する循環 
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位置情報 
サービス 

データ登録
システム 

地理空間情報 
ボランティア 

一般ユーザ 

サービス 
提供 

データ 
登録 

データ 
変換 

良質なサービス
提供が多くの 
ボランティア 
参加を生む 

 

駅.Lockyを 
始めとした多様な 
実サービスを 
運用・支援 

ブランディング 

データ 
提供 

サービス 
提供 

他社 
サービス 
他社 

サービス 他社 
サービス 

Supported 
Services 
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サポートいただいている皆様（会員企業） 



 ワーキンググループ(WG)活動 
様々なＷＧの活動を始めています。 
• 屋内位置情報サービスWG 

–屋内における位置情報についての検討 
–スマートステーション名古屋 実証実験 
–他団体との連携、予算獲得申請など 

 

• POI(Point of Interest) WG 
–様々な位置に依存した情報の共通化・流通検討 

 

• 位置依存広告 WG 
–駅.Lockyのバナーエリア（10万/day)を 
使って、位置(駅)に依存した情報提供実験 
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バナー情報システム 

• 駅.Locky にバナー表示機能 
• 表示内容は、位置等で 
制御可能 

• Google App Engine 上 
で動作. 

• 100,000 アクセス / 日 
 
 

バナー 

アクセス状況 





オープンデータ  
＋ 

みんなの力 
 

活動事例 
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単にオープンデータを作るだけでは× 
• 誰も使わないデータも大量に存在 

–使われないから公開しない、もＮＧ 
 

• 需要・アイディアは意外なところに存在 
–データ提供者には想像もできない利用方法 

 
• 利用者のモチベーション向上が重要 

–勉強会、ハッカソン、アイディアソン 
–情報交換会、コンテスト等々の開催が重要 
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国際的な活動として（世界100都市以上） 



International Open Data Day in Japan 
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オープンデータ東海 
http://opendata-tokai.jp 

日本では８都市 



オープンデータ東海 
主催： 
 特定非営利活動法人 位置情報サービス研究機構 
   名古屋大学工学研究科 河口研 
    総務省東海総合通信局,  東海ラジカルネットワーク 
協賛： 
   東海情報通信懇談会 
後援： 
   愛知県、岐阜県、静岡県、三重県、名古屋市 
   国土地理院中部地方測量部、経済産業省中部経済産業
局 
   オープンデータ流通推進コンソーシアム 
   LOD Challenge 実行委員会 
協力： 
    オープンナレッジファウンデーションジャパン 

 
 
 

International Open Data Day in Nagoya/ Tokai 

2013/2/23 

http://opendata-tokai.jp 



オープンデータ東海 
• 目的： 
 オープンデータの利活用を東海地域でも 
    ⇒ まずは知ってもらう、試してみる、から 
• 内容 
 午前：勉強会 (LOD について 名工大白松先生) 
   午後： アイディアソン、ハッカソン 
          ⇒グループに分かれて相談・開発 
• 参加者： 

– 開発者２０名を含む７０名以上 
• 提供いただいたデータ 

– 愛知県：マップ愛知データ 
– 岐阜県：統合ＧＩＳデータ 
– 愛知県警・中部電力：パトネットあいち 
– ＪＲ東海： さわやかウォーキング 
– Mapily 赤ちゃんの駅 

 
 

http://opendata-tokai.jp 



オープンデータ東海 当日の様子 



観光情報グループ 
–アイディアソンチーム 

• 「どきどきさわやかウォーキング」を提案 
–ハッカソンチーム 

• 成果 Web アプリ「観光NIGEROH」 
– 観光地から最寄の避難所までの経路を表示 

 
 

–犯罪情報の収集，可視化の課題について議論 
 
 
 

–子育てマップと子育てしやすさをランキング 
Ｗｅｂアプリ 「子育てミシュラン」 

子育て支援グループ 

安全・安心グループ 



観光 NIGEROH 

観光地（温泉や花火会場）から 
避難所まで逃げる経路を 



子育て 
ミシュラン 



okfn の本家のblogで 
日本の活動として紹介！ 



オープンデータ・デイの効果 

• 他所で開発されたソフトウェアが 
広がった例 
– Open-spending 

 
 
 

– データさえ入れれば、いろんな地域で使える 
  →  spending.jp（横浜で2012年に開発） 
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オリジナルのイギリスのサイト 



日本の spending.jp (横浜市) 2012/7 



*.spending.jpに増殖中 
千葉市 福岡市 

仙台市 北名古屋市 

2013/2/23 以降 



オープンデータ・デイ 
やってみてわかったこと 
• 楽しい！ 

–「みんなのために」という目的が明確！ 
• 出会いがある！ 

–他の分野の方々と知り合いになれる！ 
• デザイナ・開発者・データ所有者・自治体・議員 

• 発見がある！ 
–知らない開発技法・ツール・システムがわかる 
 
 

94 

「オープンデータ東海」の活動は継続！ 



告知！「オープンデータ東海 in OSC2013名古屋」 
あの感動をもう一度！ 
 

2013年6月22日(土曜) 名古屋国際センター ５F（今週末です！） 
  10:00～17:00 (途中参加、退出可能） 
 ・オープンデータ事例紹介、アイディアソン、ハッカソン 
主催： 
 特定非営利活動法人 位置情報サービス研究機構 
   名古屋大学工学研究科 河口研 
    総務省東海総合通信局,  東海ラジカルネットワーク 
後援（予定）： 
   愛知県、岐阜県、静岡県、三重県、名古屋市 
   国土地理院中部地方測量部、経済産業省中部経済産業局 
 

 
 

http://opendata-tokai.jp 



まとめ 

• クラウドソーシングにより、大量のデータが 
収集できる時代になりつつある 
– ボランティアの力は有効 
– オープンデータ（公的なデータ公開）も加速中 

• データ収集には、適切なシステム構築が重要 
• サービスやボランティアを支える仕組み 

– 地理空間情報ボランティアを支える枠組みとして、 
ＮＰＯ法人 位置情報サービス研究機構 を設立 

• 民間企業・ＮＰＯ・ボランティア・自治体の 
協働を実現し、未来の位置情報サービスを実現 

96 まずは、http://lisra.jp にお越しください。 

http://lisra.jp/



